
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 若狭東高校のＳＰＨ事業がいよいよ「総まとめ」の時期を迎えて 

います。これまで、地域の方々と連携しながら新商品を研究開発し、 

約３００万円を売り上げるという地域への経済効果を上げました。１，２年生の皆さんは、

３年生の残してくれた財産を引き継ぎ、専門教育を生かした研究活動を一層発展させ、「若狭

地方を支える一員」を目指しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コウギクの生産方法を地域に広め 

ました。また、新商品「解体新茶～ 

若狭東高校プレミアム」、「コウちゃん 

ティー」を開発し「栽培から加工・ 

販売まで」薬用植物の六次産業化の 

先駆けとなっています。 

薬用植物の栽培実験と商品開発  

学校周辺の里山には、オニグルミや 

クワなど活用できる樹木がたくさんあ 

ります。こうした樹木からお茶を製造 

したり、木の実を加工する等の里山資 

源の活用方法を広め、地域に里山の 

魅力を発信しました。 

地域資源を活かした里山の保全 

 

里山の食材の味や食感などを生かした薬膳メニューの

研究に取り組みました。栄養面や味

に関して質の高い薬膳ランチを開

発し、「高校生レストラン」では、

過去最高数を売り上げることがで

きました。 

薬膳メニューの開発 

 
  
果実の糖度が高いトマトを植物工 

場の技術で栽培できないか ー 水耕 

でトマトを栽培し、茎の肥大を抑え 

て根の生育を抑えることで吸水量を 

減らす研究を行い、トマトの果実の 

糖度の上昇に成功しました。 

 

植物工場での栽培技術の研究 

 
 
商業で学んだ知識を活かし、模擬株式会社を設立し、 

道の駅を会場に「彦姫祭」を開催

しました。ＳＰＨ関連商品の販売

や工業科のものづくり作品などを

紹介し、総合産業高校の魅力を地

域にＰＲしました。 

 

経営に関する活動 「彦姫祭」の開催 

 
 
若狭地域の特産物「熊川葛」を

使ったプリンやクッキーシュー、

コウギクを活用したスイーツ等の

商品開発に取り組みました。各種

イベントへの参加を通じて地域の

活性化につなげています。 

 

地域特産物の振興 

 
 
工業の専門教科で習得した技術を 

発揮し、色（波長）の違うＬＥＤ 

を使用した研究用水耕栽培装置の 

製作に成功しました。装置を用い 

て、ミズナを栽培し、量産のため 

の栽培技術を研究しました。 

 

ＬＥＤ光源や栽培装置の製作 

１２月１４日(木) 
 

小浜市文化会館 

東高校の活躍の姿が ここに！ 

 
若狭東高校 

ＳＰＨ 


